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はじめに
はじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめに。はじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめに。
はじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめにはじめに。はじめにはじめにはじめにはじめにはじめに。

方法
調査対象者（データ）　調査対象者（データ）調査対象者（データ）。調査対象者（データ）調査対象者（データ）調査対象者（データ）調査対象者（データ）調査対象者（データ）。調査対象者（データ）調査対象者（データ）調査対象者（データ）調査対象者（データ）。調査対象者（データ）調査対象者（データ）調査対象者（データ）調査対象者（データ）。

手続き　手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き。手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き手続き。

Table 1
Summary of descriptive statistics for eight cognitive tasks（N＝ 96）
[image: ]

結果
結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果。結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果。
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Figure 1
A difference between Boolean approach and a statistical method

結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果。結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果結果。

考察
考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察。考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察。考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察考察。
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